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【
う
ら
へ
続
く
】

　

森
友
学
園
の
公
文
書
改

ざ
ん
問
題
。「
佐
川
氏
の

証
人
喚
問
が
野
党
の
要
求

で
27
日
に
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
」「
真
相
解
明

に
は
安
倍
昭
恵
氏
の
証
人

喚
問
が
不
可
欠
だ
」「
報

道
各
社
の
調
査
で
は
安
倍

内
閣
の
支
持
率
が
30
％
台

に
急
落
し
た
。
安
倍
政
権

に
対
す
る
国
民
の
怒
り
の

あ
ら
わ
れ
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

文
科
省
に
よ
る
前
川
前

事
務
次
官
の
授
業
へ
の
介

入
問
題
。「
文
科
省
が
15

項
目
の
詳
細
な
質
問
や
録

音
提
出
な
ど
を
求
め
た
が

異
常
だ
」「
自
民
党
文
科

部
会
幹
部
の
赤
池
誠
章
参

院
議
員
、
池
田
佳
隆
衆
院

議
員
が
関
わ
っ
て
い
た
」

「
政
治
の
教
育
へ
の
介
入

は
教
育
基
本
法
違
反
だ
。

許
せ
な
い
」「
尾
木
直
樹

氏
が
『
こ
れ
は
恫
喝
以
外

の
何
物
で
も
な
い
』
と
批

判
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
本
年
金
機
構
の
年

　
〝
改
ざ
ん
は
、
佐
川
氏

の
答
弁
に
あ
わ
せ
る
た

め
〞
と
し
て
逃
げ
切
る
姿

勢
の
安
倍
政
権
。
し
か
し

国
会
で
の
日
本
共
産
党
の

追
及
で
森
友
問
題
の
核
心

が「
安
倍
首
相
夫
妻
案
件
」

で
あ
る
こ
と
が
ハ
ッ
キ
リ

し
ま
し
た
。

　
「
私
や
妻
が
関
係
し
て

い
た
な
ら
首
相
も
国
会
議

員
も
辞
め
る
」
と
の
安
倍

首
相
の
国
会
答
弁
（
昨
年

２
月
）
と
の
整
合
性
を
と

る
た
め
に
改
ざ
ん
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か

｜

。
日
本

共
産
党
辰
巳
議
員
の
追
及

（
16
日
）
に
、
財
務
省
の

太
田
理
財
局
長
は
「
総
理

あ
る
い
は
大
臣
答
弁
も
あ

る
の
で
、
政
府
全
体
の
答

弁
は
気
に
し
て
い
た
」
と

答
弁
。「
安
倍
案
件
」
を

隠
ぺ
い
す
る
た
め
の
改
ざ

ん
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

さ
ら
に
小
池
書
記
局

長
は
、
改
ざ
ん
前
の
公
文

書
に
〝
な
ぜ
国
会
議
員
で

も
な
い
昭
恵
氏
が
何
度
も

登
場
す
る
の
か
〞
と
追
及

（
19
日
）。太
田
局
長
は「
総

理
夫
人
だ
か
ら
」と
明
言
。

昭
恵
氏
の
影
響
を
事
実
上

認
め
ま
し
た
。

　

27
日
に
は
佐
川
前
理
財

局
長
の
証
人
喚
問
が
行
わ

れ
ま
す
。「
安
倍
首
相
夫

妻
案
件
」
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
以
上
、

昭
恵
氏
の
証
人
喚
問
は
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

森
友
公
文
書
改
ざ
ん

日
本
共
産
党
が
連
続
追
及

〝
首
相
夫
妻
案
件
〞
明
ら
か

　

福
島
原
発
事
故
で
県

外
に
避
難
し
た
17
世
帯
47

人
の
住
民
が
、
損
害
賠

償
を
求
め
た
訴
訟
の
判

決
が
16
日
、
東
京
地
裁
で

あ
り
、
国
と
東
電
に
計
約

５
９
０
０
万
円
を
支
払
う

よ
う
命
じ
ま
し
た
。

　

判
決
は
、
福
島
沖
を

含
む
区
域
で
Ｍ
８
ク
ラ
ス

の
津
波
地
震
の
発
生
確
率

を
推
定
し
た
２
０
０
２
年

の
国
の
「
長
期
評
価
」
を

も
と
に
、
敷
地
を
超
え
る

津
波
を
予
見
で
き
た
と
指

摘
。
国
は
東
電
に
対
し
規

制
権
限
を
行
使
し
て
い
れ

ば「
事
故
は
回
避
で
き
た
」

と
認
定
し
ま
し
た
。

  

国
の
責
任
が
問
わ
れ
た

５
件
の
訴
訟
の
う
ち
４

件
で
国
が
敗
訴
。
も
は
や

国
は
原
発
事
故
の
責
任
か

ら
逃
れ
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。

原
発
訴
訟

国
・
東
電
に
東
京
地
裁
も
断
罪

　
　

  

４
度
目
の
賠
償
命
令

森
友
疑
惑
追
及
！
安
倍
内
閣
総
辞
職
！

総
が
か
り
行
動

国
会
議
員
会
館
前

連
日
行
動

３
月
27
日
（
火
）

3
月
28
日
（
水
）

　
　

18
時
半
〜

金
デ
ー
タ
の
ず
さ
ん
な

管
理
が
明
ら
か
に
。「
委
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

自
民
党
は
七
つ
の
条
文

案
を
示
し
て
意
見
集
約
を

図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
▽
９
条
２
項
（
戦

力
不
保
持
）
を
削
除
す

る
案
が
二
つ
▽
２
項
を
残

し
、「
自
衛
権
」
を
明
記

す
る
案
が
二
つ
▽
２
項
を

残
し
、「
自
衛
隊
」
を
明

記
す
る
案
が
三
つ
で
す
。

　

２
項
削
除
案
は
、
当
然

に
全
面
的
集
団
的
自
衛
権

行
使
や
交
戦
権
を
認
め
る

も
の
で
す
。２
項
を
残
し
、

「
自
衛
権
」
を
明
記
す
る

案
は
国
連
憲
章
51
条
に
い

う
個
別
的
自
衛
権
、
集
団

的
自
衛
権
の
双
方
を
含
む

危
険
こ
の
上
な
い
自
民
党
９
条
改
憲
案

七
案
い
ず
れ
も
無
制
限
の
武
力
行
使
・

集
団
的
自
衛
権
ま
で
拡
大

託
業
者
の
入
力
漏
れ
や

氏
名
な
ど
の
入
力
ミ
ス
が

約
86
万
人
分
も
あ
っ
た
」

「
５
０
１
万
人
分
の
個
人

デ
ー
タ
が
中
国
の
関
連

企
業
に
再
委
託
さ
れ
て
い

た
」「
氏
名
だ
け
で
も
個

人
情
報
だ
。
情
報
管
理
に

関
す
る
大
問
題
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
通
研
の
体
育
館
跡
地

の
新
棟
工
事
が
始
ま
っ

た
」「
２
、３
号
館
地
下
道

の
撤
去
工
事
を
行
う
」「
中

島
飛
行
機
時
代
の
建
物

だ
。
記
録
を
残
し
て
ほ
し

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

テ
ニ
ス
の
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ

バ
・
オ
ー
プ
ン
で
大
坂
な

お
み
選
手
が
初
優
勝
。「
４

大
大
会
に
次
ぐ
格
付
け
の

大
会
で
世
界
ラ
ン
ク
１
位

や
元
１
位
の
選
手
を
破
っ

て
の
優
勝
は
す
ご
い
」「
優

勝
ス
ピ
ー
チ
は
天
真
爛
漫

で
好
感
が
持
て
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
、
貴
乃
花
親
方

一
門
の
貴
公
俊
が
付
け
人

に
暴
行
。「
ど
ん
な
理
由

に
せ
よ
暴
力
は
許
さ
れ
な

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
武
蔵
野
市
役
所
周
辺

の
桜
並
木
が
開
花
し
た
」

「
恒
例
の
武
蔵
野
桜
ま
つ

り
は
４
月
１
日
だ
」「
当

日
は
研
究
所
内
の
桜
並
木

の
開
放
や
技
術
史
料
館
が

特
別
公
開
さ
れ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
春
分
の
日
は
東
京
で

も
昼
頃
か
ら
雨
が
雪
に
変

わ
っ
た
」「
２
℃
を
下
回

る
寒
さ
に
は
参
っ
た
」「
ダ

ウ
ン
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

出
し
た
娘
が
外
出
が
で
き

な
い
と
焦
っ
て
い
た
」「
奥

多
摩
の
山
で
13
名
が
遭
難

し
た
。
無
事
に
救
助
さ
れ

た
が
無
謀
す
ぎ
る
」

フィールドワーク
中島飛行機武蔵製作所と空襲の跡を歩く
　３月 31日（土）午前 10時出発（2時間程度）
　武蔵野市役所北　駐輪場集合

資料代・保険代：500 円　申し込み不要
主催：武蔵野の空襲と戦争遺跡を記録する会

「
自
衛
隊
」
を
明
記
す
る

案
は
、「
９
条
の
２
」
と

い
う
別
の
条
文
に
自
衛

隊
の
保
持
を
規
定
す
る

も
の
。
他
案
に
比
べ
て
抑

制
的
に
見
え
ま
す
が
、
そ

こ
が
狙
い
で
す
。
２
項
が

維
持
さ
れ
て
も
、
自
衛
隊

が
憲
法
上
の
存
在
に
な
る

こ
と
で
、「
海
外
で
の
武

力
行
使
の
禁
止
」
な
ど
従

来
の
政
府
解
釈
の
制
限
が

消
滅
し
ま
す
。
結
局
、
無

制
限
の
武
力
行
使
、
無
制

限
の
集
団
的
自
衛
権
ま
で

拡
大
す
る
危
険
は
同
じ
で

す
。

　

安
倍
首
相
が
異
様
な
執

念
を
燃
や
す
、
危
険
こ
の

上
な
い
９
条
改
憲
を
や
め

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

高
校
選
抜
野
球
が
23
日

か
ら
始
ま
っ
た
。「
廃
部

寸
前
か
ら
復
活
し
て
出
場

し
た
チ
ー
ム
も
あ
る
」「
の

び
の
び
と
力
を
発
揮
し
て

ほ
し
い
」

　

日
米
欧
の
国
際
掘
削
チ

ー
ム
が
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島

の
東
端
オ
マ
ー
ン
で
進
め

て
い
る
陸
上
掘
削
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
、
大
昔
の
海
洋

プ
レ
ー
ト
を
構
成
し
て
い

た
地
殻
と
マ
ン
ト
ル
と
の

境
界
の
掘
削
に
初
め
て
成

功
し
ま
し
た
。

　

掘
削
し
た
の
は
１
億
年

前
の
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
断

片
が
丸
ご
と
陸
に
乗
り
上

げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る
「
オ
マ
ー
ン
・
オ
フ

ィ
オ
ラ
イ
ト
」
と
称
す
る

岩
体
。
今
年
１
月
、地
殻
・

マ
ン
ト
ル
境
界
を
含
む
長

さ
約
７
０
０
㍍
の
岩
石
コ

ア
（
円
柱
状
試
料
）
の
採

取
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

研
究
者
た
ち
は
、
未
知

の
地
殻
・
マ
ン
ト
ル
境
界

の
実
態
解
明
の
ヒ
ン
ト
が

得
ら
れ
る
と
、
今
後
の
分

析
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

オマーンで
地殻・マントル境界を初めて掘削

　　　日米欧掘削チーム

も
の
で
、
無
制
限
の
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
＝
海
外

で
の
武
力
行
使
を
認
め
る

あ
け
す
け
な
表
現
で
す
。

　

２
項
を
そ
の
ま
ま
残
し

　

原
子
力
規
制
委
員
会
は

７
日
、「
巨
大
噴
火
に
よ

る
リ
ス
ク
は
、
社
会
通
念

上
容
認
さ
れ
る
水
準
で
あ

る
と
判
断
で
き
る
」
と
す

る
「
基
本
的
な
考
え
方
」

を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
日
本
共
産
党
の

山
添
議
員
は
12
日
、
原
子

力
規
制
庁
に
説
明
を
求
め

ま
し
た
。

　

山
添
議
員
は
「
巨
大
噴

火
に
よ
る
影
響
を
考
慮
す

  原子力規制委が
  巨大噴火リスク容認

人命無視する安全基準後退

べ
き
」
と
し
て
い
る
国
会

答
弁
に
も
反
し
、
現
行
ガ

イ
ド
を
骨
抜
き
に
す
る
も

の
だ
と
指
摘
。
巨
大
噴
火

リ
ス
ク
を
根
拠
も
な
く
無

視
し
、
一
方
的
に
安
全
基

準
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
と
し
て
、
規

制
委
に
厳
し
い
抗
議
を
伝

え
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し

た
。


